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滋賀の地に『生命の實相』の真理が降り注ぐ !!滋賀の地に『生命の實相』の真理が降り注ぐ !!

幸運の扉を開く幸運の扉を開く
――笑顔と感謝で新たなよろこびの人生を！笑顔と感謝で新たなよろこびの人生を！

主催　滋賀大真理講演会実行委員会　後援　公益財団法人生長の家社会事業団
090 － 3629 － 2351（石垣）お問合せ 090 － 1960 － 5132（峽）

裏面の申込用紙に必要事項を記入の上ファックスでお申込下さい。
FAX 077 － 565 － 0574（石垣）

生長の家創始者
谷口雅春先生を学ぶ会
副　代　表
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講　師講　師

千葉教区において母親教室拡大に努め、そ
の後講師会副会長として母親教室派遣講師
の充実を担う。現在は「生長の家社会事業
団」理事として広報を担当。また、「谷口雅
春先生を学ぶ会　輝く女性と母親の会」代
表を拝命し、〝真理によって幸福な人生、幸
福な家庭をぞくぞく生み出す女性運動〟の
全国展開に取り組んでおられます。

生長の家創始者
谷口雅春先生を学ぶ会
輝く女性と母親の会  会長
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ち
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 講師

昭和 32 年兵庫県生まれ。静岡大学卒業後、
生長の家本部に奉職。基礎文化研究所、ハ
ワイ駐在、三重県教化部駐在などを経て平
成 21 年本部退職。月刊『谷口雅春先生を
学ぶ』の編集を担当したのち、組織拡大部
長としてとして全国に拠点を作り、講演会を
開催するべく奔走。現在は谷口雅春先生を
学ぶ会副代表としてご活躍されています。

会　場会　場

栗東芸術文化会館さきら
２階小ホール
※会場へのアクセスは
裏面をご覧下さい

日　程日　程

令和６年令和６年

１０１０月月１３１３日（日）日（日）
13:3013:30～～ 16:3016:30

（（13:0013:00 開場）開場）

参加費参加費
1,000円1,000円（大学生以下無料）（大学生以下無料）

テキストテキスト
新 編『生命の實相』

第64巻 家庭幸福篇
定価 1,676 円（税込）

月刊『谷口雅春先生を学ぶ』
令和 6 年 10 月号

定価 550 円（税込）

どなたでもご参加いただけます。
ご家族、ご友人お誘い合わせてご参加下さい！
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第 4 回  滋賀大真理講演会　参加申込書
フリガナ

参加される

ご家族の方

お名前

　　　　　　　　　　　　  　　　（ ・男   ・ 女 ）

（年令　　　歳）
名　前 （ ・男   ・ 女 ）

（年令　　　歳）
お名前

　　　　　　　　　　　　  　　　（ ・男   ・ 女 ）

（年令　　　歳）

住　所

〒

お名前

　　　　　　　　　　　　  　　　（ ・男   ・ 女 ）

（年令　　　歳）

電話番号 紹介者
（参加勉強会）

ご記入いただいた個人情報は、本会の運営、連絡等のほか、これに付随する業務を行う目的の範囲内で利用し、それ以外の目的に利用することはありません。 

参加のお申し込みは上記に必要事項を記入の上ＦＡＸでお申し込み下さい。
当日もこの申込書をご持参ください。 FAX 077 － 565 － 0574（石垣）

住所：滋賀県栗東市綣 2 丁目 1 番 28 号
T E L：077 － 551 － 1455

・JR 琵琶湖線「栗東駅」
（大阪から約 60 分、京都から約 25 分） 

栗東駅東口より約 400m（徒歩 5 分）

会場アクセス

き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と 　 　 　 　 　 　 　 　 　 りき 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り

愛
す
る
と
い
う
こ
と
は

愛
す
る
と
い
う
こ
と
は

幸
福
の
初
め
で
あ
る

幸
福
の
初
め
で
あ
る

　
幸
福
で
あ
る
た
め
に
は
「
愛
」
の
心
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
幸
福
で
あ
る
た
め
に
は
「
愛
」
の
心
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
愛
」
の
心
を
持
つ
と
き
、
そ
こ
が

「
愛
」
の
心
を
持
つ
と
き
、
そ
こ
が
即即す
な
わ

す
な
わち

天
国
で
あ
る
。

ち
天
国
で
あ
る
。

　　
万万ば
ん
ば
ん

象象し
ょ
う

し
ょ
うは
神
の
愛
の

は
神
の
愛
の
顕顕あ
ら
わ

あ
ら
われ
だ
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
太
陽
は
吾
々

れ
だ
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
太
陽
は
吾
々

を
温
め
て
く
れ
る
し
、
水
は
吾
々
の
渇
き
を

を
温
め
て
く
れ
る
し
、
水
は
吾
々
の
渇
き
を
医医い
や
い
や

し
て
く
れ
る
の
で
あ

し
て
く
れ
る
の
で
あ

る
。
植
物
は
吾
々
に
衣
食
住
を
与
え
て
く
れ
る
。
吾
ら
の
眼
、耳
、鼻
、

る
。
植
物
は
吾
々
に
衣
食
住
を
与
え
て
く
れ
る
。
吾
ら
の
眼
、耳
、鼻
、

口
、
皮
膚
、
手
、
足
、
内
臓
―
―
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
も
の

口
、
皮
膚
、
手
、
足
、
内
臓
―
―
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
も
の
悉悉
こ
と
ご
と

こ
と
ご
とく
神
の

く
神
の

愛
で
あ
る
。
空
気
は
吾
々
を
取
り
巻
い
て
生
か
し
て
く
れ
る
。
あ
あ

愛
で
あ
る
。
空
気
は
吾
々
を
取
り
巻
い
て
生
か
し
て
く
れ
る
。
あ
あ

空
気
―
―

空
気
―
―
有有ああ

り
が
と
う
。あ
あ
太
陽
―
―
あ
り
が
と
う
。あ
あ
眼
、耳
、

り
が
と
う
。あ
あ
太
陽
―
―
あ
り
が
と
う
。あ
あ
眼
、耳
、

鼻
、
口
、
皮
膚
、
手
、
足
あ
り
が
と
う
。
…
…

鼻
、
口
、
皮
膚
、
手
、
足
あ
り
が
と
う
。
…
…

　
数
え
切
れ
な
い
神
の
愛
の
中
に
包
ま
れ
て
い
な
が
ら
、
た
だ
一
つ

　
数
え
切
れ
な
い
神
の
愛
の
中
に
包
ま
れ
て
い
な
が
ら
、
た
だ
一
つ

二
つ
の
不
足
に
つ
い
て
不
平
を
い
う
よ
う
な
心
は

二
つ
の
不
足
に
つ
い
て
不
平
を
い
う
よ
う
な
心
は
功功くく

徳徳ど
く
ど
く

をを
得得うう

る
心
で

る
心
で

は
な
い
。

は
な
い
。

　　
先先まま

ず
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、
そ
ん
な
に
神
の
愛
に
包

ず
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、
そ
ん
な
に
神
の
愛
に
包

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
先先まま

ず
吾
ら
は
す
べ
て
の
物
に
愛
を

ず
吾
ら
は
す
べ
て
の
物
に
愛
を
注注そ
そ
そ
そ

が
ね
ば
な
ら
な
い
。

が
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
愛
す
る
と
い
う
こ
と
は
幸
福
の

　
愛
す
る
と
い
う
こ
と
は
幸
福
の
初初は
じ
め

は
じ
めで
あ
る
。

で
あ
る
。

（
新
編『
生
命
の
實
相
』第

（
新
編『
生
命
の
實
相
』第
6060
巻巻
2828
～～
2929
頁
）
頁
）


